
｢

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク｣

と
は
、
太
陽
光
や
風

力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
し
た

次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
取
り
組
み
を
、
見

学･

体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
地
球
環
境
と
調
和
し

た
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
す
る
計
画
で
す
。
現
在
、
全
国
で
60
の
地

域
が
国
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

秋
田
市
で
は
、
豊
か
な
風
況(

特
定
の
場
所
の
風
の

吹
き
方)

を
生
か
し
た
風
力
発
電
施
設
、
森
林
資
源
を

活
用
し
た
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
や
製
造
工
場
な
ど
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス(

※)

関
連
施
設
、
さ
ら
に
、
太
陽

光
発
電
施
設
、
地
中
熱
利
用
施
設
な
ど
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
建

物
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

｢

あ
き
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
パ
ー
ク
計
画｣

で
は
、
こ
れ

ら
の
施
設
を
一
体
的
に
見
学

で
き
る
よ
う
に
し
、
た
く
さ

ん
の
人
に
楽
し
み
な
が
ら
体

感
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将

来
の
環
境
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
き
た
次
世
代
エ

ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
を
、
環
境

学
習
で
取
り
上
げ
た
り
、
社
会
見
学
な
ど
に
組
み
込

ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
作
り
、
将
来
の
人
材
育
成
や
地
域

の
環
境
活
動
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
事
業
に
参
加
す

る
企
業
と
市
の
施
設
は
26
か
所
で
す
。
市
で
は
今
後

も
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
を
増
や
し
て
い
く

予
定
で
す
。

■
参
加
事
業
者
と
施
設
名

・
㈱
ウ
イ
ネ
ッ
ト
向
浜
▼｢

秋
田･

向
浜
風
力
発
電
所｣

・(

一
社)

あ
き
た
市
民
風
力
発
電
▼｢

竿
太
朗｣

・(

一
社)

秋
田
未
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
▼｢

風
こ
ま
ち｣

・
く
ろ
し
お
風
力
発
電
㈱
▼｢

秋
田
国
見
山
第
一
風
力

発
電
所｣

・
秋
田
国
見
山
風
力
発
電
㈱
▼｢

秋
田
国
見
山
第
二
風

力
発
電
所｣

・
羽
後
風
力
発
電
㈱
▼｢

秋
田
下
浜
風
力
発
電
所｣

・
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
▼｢

秋
田
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
所｣｢

土
浜
風
力
発
電
１
号｣

・
㈱
秋
田
ウ
ィ
ン
ド
パ
ワ
ー
研
究
所
▼｢

秋
田
新
屋
ウ

ィ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム｣

・
さ
く
ら
風
力
㈱
▼｢

新
屋
浜
風
力
発
電
所｣

・
エ
ナ
ジ
ー･

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
㈱
▼｢

大
沢
大
規
模
太

陽
光
発
電
所｣

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
知
り

将
来
の
環
境
を
考
え
る
場
に

企
業
と
連
携
を
図
り
、

施
設
見
学
会
な
ど
を
開
催
予
定

“環境立市”にはずみ！
秋
田
市
が
提
案
し
た｢

あ
き
た
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
計
画｣

が
、
昨
年
10
月
に
経
済
産
業
省
の｢

次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク｣

と
し
て
認
定
さ
れ
、
２
月

20
日
、
認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
市
総
合
計
画
の
中
の
６
つ
の
成
長
戦
略
の
一
つ

で
あ
る｢

環
境
立
市
あ
き
た
の
実
現｣

に
向
け
て
、
ま
た

一
歩
大
き
く
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
の
計
画
が
国
の｢

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク｣

に
認
定
！

中心施設
総合環境センター

廃棄物発電施設

太陽光発電施設

木質バイオマス関連施設

※バイオマス＝再生可能な生物由来の有機性資源(化石資源を除く)

２月20日の認定証交付式で。東北経済産
業局の佐藤和男エネルギー対策課長(右)
と穂積市長

りっ し

４



・
秋
田
ペ
レ
ッ
ト
㈱
▼｢

木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
施
設｣

・
秋
田
県
信
用
組
合
泉
支
店
▼｢

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー｣

・
北
秋
容
器
㈱
▼｢

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー｣

・
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道
事

務
所
▼｢

秋
田
南
バ
イ
パ
ス
風
力
発
電
設
備｣

・
県
港
湾
空
港
課
▼｢

秋
田
マ
リ
ー
ナ
風
力
発
電
設
備｣

・
県
生
涯
学
習
課
▼｢

小
型
風
力
発
電
設
備(

ユ
ー
ス
パ

ル
敷
地)｣

・
㈱
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
秋
田
港
▼｢

ユ
ー
ラ
ス
秋
田

港
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム｣

・
秋
田
公
立
美
術
大
学
▼｢

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ｣

・
ア
ル
ヴ
ェ
▼｢

小
規
模
太
陽
光
発
電
お
よ
び
小
型
風

力
発
電｣

・
大
森
山
動
物
園
▼｢

小
規
模
太
陽
光
発
電｣

・
山
王
中
学
校
▼｢

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ｣

・
秋
田
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼｢

木
質
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー｣

・
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
▼｢

秋
田
市
メ
ガ
ソ

ー
ラ
ー
発
電
所｣｢

小
規
模
太
陽
光
発

電｣｢

廃
棄
物
発
電(

バ
イ
オ
マ
ス)｣

◆

市
で
は
、
今
後
、
６
月
頃
を
め
ど
に
施
設
見
学
の
受

付
窓
口
の
設
置
、
説
明
員
の
無
料
派
遣
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
作
成
、
Ｅ
Ｖ(

電
気)

バ
ス
な
ど
を
活
用
し
た

市
民
向
け
の
施
設
見
学
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

環
境
総
務
課
地
球
温
暖
化
対
策
担
当
☎(

８
６
３)

６
８
６
２

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ev/m

n/ene_park/

問
い
合
わ
せ

春の一斉清掃u環境総務課☎(863)6862
道路、側溝の土砂･泥運搬、側溝のフタ上

げ機の貸し出しu道路維持課☎(864)3643
公園の清掃u公園課☎(866)2445
ボランティア袋の配布u環境都市推進課

☎(863)6631

町内のみなさんで協力して、地域

の道路、側溝、公園などの清掃を行

い、まちをきれいにしましょう。

■ごみは正午までに集積所へ出してください
・ごみや汚れたびん、缶、ペットボトルは、

ボランティア袋に入れて、当日正午まで

に町内のごみ集積所へ出してください。

粗大ごみや家電リサイクル品、パソコン

は、ごみ集積所に出しても収集しません

・不法投棄されたタイヤやテレビなどは、

移動せずに環境総務課へご連絡ください

・放置自転車は、最寄りの交番へご連絡く

ださい

・市が管理する公園を清掃した場合、翌

20日(月)以降、公園課へご連絡ください

・当日は、総合環境センター(河辺豊成)へ

ごみの自己搬入はできません

■土砂･泥は道路の端に置いてください
・道路、側溝から出た土砂、泥は、土のう

袋に入れ、交通の妨げにならない場所へ

２、３か所にまとめて置いてください

・土砂、泥は清掃終了後、道路維持課へご

連絡を。収集には数日かかります

■ボランティア袋と土のう袋を差し上げます
・町内で必要な枚数を取りまとめ、町内会

長宛に送った｢環境美化活動支援申請書｣

をお持ちになり、４月10日(金)～17日

(金)に下記の窓口へどうぞ(平日のみ)

窓口…北部･西部･南部(御野場)･河辺･
雄和の各市民サービスセンター、岩見

三内･大正寺の各連絡所、北部･東部･

南部の各公民館、各地域センター、道

路維持課(寺内)、環境部(寺内)

・土のう袋は土砂･泥用です。ごみやびん･

缶は絶対に入れないでください

■フタ付き側溝の清掃に、フタ上げ機をお
貸しします。台数に限りがあります

春の全市一斉清掃
４月19日(日)

風力発電施設

地中熱利用施設

問い合わせ

広報あきた　平成27年３月20日号５


